
まさに「極上の末脚」を披露。レースは、一番人気

に支持されていたスターアニスが12番に沈む波乱

の展開。最後の直線で馬群を縫うように豪快に伸び

て栄光のゴール板を駆け抜けました。ジュウリョク

ピエロの血統面における最大の注目ポイントは父に

「オルフェーブル」を持つ点です。オルフェーブル

といえば日本競馬史に残る三冠馬。父はステイゴー

ルド、私の大好きなゴールドシップと兄弟の血統。

なんと言っても今村聖奈騎手による「ＪＲＡ所属女

性騎手として初のＧ1制覇」という歴史的快挙です。

同じ女性として誇らしい限りです。寒暖の差が激し

い中、皆様もお身体ご自愛ください。

いつも皆様方には格別のご高配を賜り厚く御礼申

し上げます。2026年5月24日、東京競馬場で3歳牝

馬の頂点を決める「第87回オークス（Ｇ1）」が開

催されました。4万人の大歓声に包まれた伝統のク

ラッシックレースを制したのは、5番人気のジュウ

リョクピエロ！そしてその背中には歴史的な快挙に

挑んだデビュー5年目の今村聖奈騎手がいました。

東京競馬場の芝2400メートルという過酷な舞台で、

その方は、要介護3の夫と２人暮らしでした。何回も腹水が貯留しては入退院を繰り返し

ていたのですが、今年2月の入退院後は体力が著しく低下してしまい担当医から自宅へ

戻っても絶対安静にするように言われていました。

ただ、ご主人もベット上の生活で、その方はご主人の為に食事を作り続けていたのです。

そんな中、急に呼吸苦が出現し緊急搬送されたのです。

2日後にご家族に病院から連絡がきて駆けつけたのですが、次の朝永遠の眠りについたの

でした。

お悔やみに訪問すると、娘さんからは最後は家族が皆駆けつけ声を掛けると何度か持ち直

したとの事。ご主人やご家族様を愛して止まない母だったと涙を流されておりました。

最愛の家族との別れは辛く、悲しい事です。しかし、亡くなっても、その方は家族の心の

中で生き続けると思うのです。何気ない日常生活の中、ふとした瞬間に生きているかのよ

うに現れたり、夢の中に現れ話掛けるのです。そんな不思議な現象が生きているご家族の

支えとなると感じます。

サンライズ・メイト・バート株式会社 
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家族を想い続けた最期

最期まで大切な人を支え続けた、あるお母様の物語



ＡＩ応用…二足歩行や会話

中国製の人型ロボットを体感

長崎県立大シーボルト校

人工知能（AI）技術を応用した

人型ロボット（フィジカルAI）の

公開体験会が21、22の両日、西彼

長与町まなび野1丁目の長崎県立

大シーボルト校であった。文書の

処理などネット空間にとどまらず、

現実世界で人と関わる最先端のAI

を学生らが体感した。

「からだを持ったAIには、何が

可能なのか」と題して、同大国際

社会学部の華金玲教授の研究室が

開いた。登場した人型ロボットは、

中国企業「Booster Robotics」

が開発した「Booster K1」。高

さ95センチ、重さ約20キロ。22

カ所に関節がある。直立して二足

歩行やダンスなどができるほか、

見る、聞く、話す機能を備えてい

る。

21日は学生や教職員らが見守る

中、ロボットが腕や脚を動かして

リズミカルに踊り、軽く押しても

倒れず元に戻る様子などを披露。

屋外ではゆるやかな坂も足早に歩

き、周囲を驚かせた。中国語と英

語を認識。学生が通訳を介して

「四足歩行はできますか」と話し

かけると、「今はできませんが、

勉強します」と答えが返ってきた。

初めて間近に見るとあって、学

生らは「かわいい」「少し怖い」

などと興味津々。将来的な活用に

ついて情報システム学部2年の女

子学生は「介護など人間のサポー

トをする仕事で生かせそう」、国

際社会学部3年の男子学生は「少

し抵抗はあると思うが、人手不足

の職場で期待できるのでは」など

と想像していた。

華教授は「AIと人、ロボットが

共生していくのが未来の社会の形。

AIネーティブ世代の学生たちにそ

れを感じ、大いに展望してもらえ

れば」と話した。

広報誌「ライジング・サン」のバックナンバーは、弊社ホームページでもご覧いただけます。

ぜひお立ち寄り下さいませ。http://www.samaba.jp/back-number/

＜長崎新聞社
2026年5月23日＞

サンライズのデイサービス陽光だより

NEWS   今月のニュース

押しても倒れないか試してみる参加者＝長
与町、県立大シーボルト校

陽光の入り口の花を

夏の花にリニューアル致しました。
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